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　山梨老健の皆様、毎日オツカレサマです。世の中ではコロナ
禍は収束し、社会は何事もなかったように動いています。世の
中が日常を取り戻すことは大切なことですが、高齢者施設で
クラスターが起こると重症化したり、亡くなったりする方が
少なくないので、私達老健はまだまだ気を抜けない日々が続き
ます。もう一息頑張りましょう。
　さて2025年になりました。10年程前より「2025年問題」と
云うフレーズを色々なところで聞かれたかと思います。1945年
に第二次世界大戦が終わって、1947年～1949年の３年間、日
本では毎年260万人以上の子どもが生まれました。この３年間
に生まれた方々は “団塊の世代” と呼ばれる、日本の高度成長
を支えた大先輩たちです。団塊の世代がすべて後期高齢者（75
才以上）となる2025年になったのです。多くの方はまだまだお元気ですが、そろそろ真剣に “老化”
と向き合わないといけない年代です。日本では第２次ベビーブーム（1971年～1974年）以降、出
生数が減り続け、コロナ禍で更に減り、2023年に生まれた子どもはわずか73万人でした。73万人
が260万人の支えるためには、日本はどうしたら良いのでしょうか？
　「その答えは老健です‼」
　在宅復帰施設として誕生した老健ですが、時間をかけてゆっくりと多様性を帯びてきました。
本来の目的であった在宅復帰を叶えるだけでなく、在宅復帰のあとは通所、ショートステイ、
訪問などの機能で在宅生活を支えます。老化老衰で在宅復帰が叶わなくなれば人生の最期を穏や
かに看取るターミナルケアも行います。常勤医師と看護師が居て医療を提供することが出来、
リハビリ専門職や管理栄養士が常駐し、介護のプロである介護福祉士が多数在籍し、通所、訪問、
ショートステイなど様々な機能を持ち合わせている老健は、様々な老人介護のニーズに応えるこ
とが出来るのです。
　日本の超高齢化社会を中心で支えるのが老健です。私たちが丁寧にひとつひとつのケアを続ける
ことが、豊かで安心できる21世紀の日本を創るのです。誇りをもって頑張りましょう。今年も宜し
くお願いします。

2025 Greeting of a new year
～老健の多様性～

山梨県老人保健施設協議会 会長

福 田　六 花
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一般財団法人山梨整肢更生会　ふじ苑理事長　中村　士郎

医療法人景雲会 介護老人保健施設　勝沼ナーシングセンター　理事長　村田　憲一

フルリールむかわ　理事長　安居　尚美

　この度は「令和6年度公益社団法人全国老人保健施設協会表彰」の栄誉をいただき心よりお礼
申し上げます。職員の日頃の努力が評価されたものと大変光栄に存じます。
　「介護老人保健施設ふじ苑」は一般財団法人山梨整肢更生会に所属しています。この法人は、
私の父中村敏寛が昭和21年に甲府市桜町１丁目（今の丸の内）に中村外科医院を開設したこと
に始まります。その頃から、「リハビリテーションによる患者さんの病院からの早期社会復帰」
の考えを持っていた父は富士温泉病院を開設しました。その後、老人人口が増え、病院から直接
の自宅復帰が困難な人々も多くなり、自宅に帰る前段階の施設として、この介護老人保健施設ふ
じ苑を建てました。

　創設者の掲げた「リゾートホテルのような施設」そして、私の掲げる「利用者様の
心の故郷ふじ苑」をモットーに利用者様の支援を行っております。
　コロナ禍においても、介護、看護、リハビリ部門を中心に職員一同が心を合わせて
サービス提供を行ってまいりました。現在はクラブ活動も復活し、利用者様の笑顔が
戻り、そこここでスタッフと利用者様の笑い声が聞こえてきます。
　これからも、利用者様やご家族の皆様に喜んでいただけますよう、職員一同精一杯
努力をしていく所存でございます。
　皆様には、今後とも「ふじ苑」をどうぞよろしくお願い申し上げます。

　平成14年４月に開設し、令和４年４月に創設20周年という一つの節目を迎えるこ
とができました。これもひとえに皆様方のご支援のおかげと心より感謝しておりま
す。この20年を振り返りますと、平成17年に短期入所生活介護サージの開設やグルー
プホームアゼリアの増床、技能実習生や特定技能の受入等あり、令和７年２月には技
能実習生３期生５名が来日予定となっております。
　これからも、利用者様お一人おひとりの自己実現のために、当施設として何が出来
るのかを模索し、１日でも早く家庭での生活に戻ることができるように支援すると共
に利用者の方が居宅での生活を１日でも長く継続できるよう、短期入所療養介護や通

所リハビリテーション、訪問リハビリテーション等のサービスを提供し、在宅ケアを支援することを目的とし、品
良く、明るく、やさしい介護をモットーにより一層精進してまいります。
　老健施設に課せられた使命を果たしながら『次の20年』を目指して弛まず努めてまいりますので、今後ともご指導・
ご支援頂きますようお願い申し上げます。

　この度、「全国老人保健施設協会施設表彰」をいただき感謝申し上げます。
　介護老人保健施設フルリールむかわは、開設から23年を迎えることができました。こ
れもひとえに職員一同の努力と、ご利用者様やご家族様、地域の皆様のご理解とご協力の
賜物と心から感謝を申し上げます。老健の役割であるター
ミナルケアも含む総合的なケアサービス施設、リハビリ
テーション施設、認知専門棟併設施設、在宅復帰・在宅支
援施設、地域に開かれた施設を目指し、365日リハビリ専

門職常駐、充実のリハビリ専門職の配置、最先端機器導入による業務の最大限の効率
化によるリハビリ、介護を提供しています。
　これからも「住み慣れた地域で最後まで」をかなえる、地域の弱点を担う多機能型
入所施設として、地域を支える社会資源として貢献していきたいと思います。

受賞によせて

20周年を迎えて

住み慣れた地域で最後まで

全国老人
保健施設協会表彰（施設表彰）



全国老人
保健施設協会表彰（個人表彰）

フルリールむかわ　療養課長　原　満里子

ＮＡＣ湯村　介護福祉士　菊地　大輔

　この度は、全国老人保健施設協会表彰をいただき、誠にありがとうございます。
　私は、開設当初から、かかわらせていただき、早いもので24年を迎えようとしています。振
り返ってみますと決して平坦な道のりではありませんでした。いろいろな壁に直面した時にしっ
かりと舵取りができるような組織作りが課題となり、スタッフの技術や組織の価値観を高めるに
は一人ひとりを思い、可能性を信じることでした。その中で多職種とのチームワークが発揮で
きるようになり、今では在宅復帰、在宅療養支援等指標の算定が、おのずと超強化型へと評価さ
れるようになりました。
　私自身も老健施設との出会いでいろいろな経験をさせていただき、多くを学べた事が私の人生

の宝であります。
　今後10年、20年と高齢者介護に誇りを持ち素晴らしい歴史が刻めるよう、スタッフの可能性を信じ未来へと引
き継ぎたいと思っております。

　このたび、全国老人保健施設協会表彰を受賞することができ、心より光栄に思います。
　この栄誉は、私一人の努力によるものではなく、日々支え合いながら共に歩んできたスタッフ、
そして利用者様との信頼関係が実を結んだものだと深く感じております。
　私は2002年に入職してからの22年間、幾度も様々な困難に直面してきました。しかし、どん
な時も支えてくれる仲間の存在があったからこそ、乗り越えてきました。
　今回の受賞は、その努力がこうして形となって評価されたことを大変嬉しく思うとともに、改
めてその責任の重さを感じております。
　この受賞を励みに、当施設のビジョンである「地域にも貢献できる 選ばれる施設を目指して…」

を胸に、これからも質の高いサービスが提供できるよう、日々努力を重ねていく所存です。
　最後に、この受賞にあたり支えてくださったすべての方々に心より感謝申し上げるとともに、今後も温かいご指
導とご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

可能性を信じる

支え合いの日々

　山梨県内の福祉事業所の方々と人口減少危機突破ワーク
ショップ（福祉事業編）に参加しました。主に現状と今後
の状況理解、現在抱えている困りごとや悩みの共有、人口
減少が進んだ未来の想像、暮らし続けたい山梨を実現する
ためのアイディアを考える等グループワークを実施しまし
た。自然豊かで住みやすいこの『やまなし』を皆で盛り上
げていきましょう！

【参加施設】NAC湯村・甲府南ライフケアホーム・ひばり苑・
　　　　　 峡西老人保健センター・恵信塩山ケアセンター

11月７日（木）
人口減少危機突破ワークショップ（福祉事業編）活動報告

　山梨県社会福祉協議会等各種団体職員と
協力してJR甲府駅周辺で街頭活動を実施し
ました。
　高齢化が進む現代、介護職はなくてはな
らない仕事。多くの方に介護に関心を持っ
ていただきたいという思いを込めて活動し
てまいりました。この活動が介護人材の確
保の一助になることを期待しています。

【参加施設】はまなす・ひばり苑・恵信塩山
　　　　　 ケアセンター

11月11日（月）　介護の日活動報告

山梨県
老人保健
施設協議会
活動報告
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　令和６年10月16日（水）甲府記念日ホテルにて「第27回山梨県老人保健施設大会」
が盛大に開催され、マラソンランナーとして活躍している谷川真理さんの記念講演や各
施設の素晴らしい取り組みが発表されました。

　山梨老健の皆さま毎日オツカレサマ
です。皆さまの頑張りのお陰で、山梨
県の老人介護はなんとか守られていま
す。その強く温かい心に深く感謝しま
す。第27回山梨県介護老人保健施設大
会は５年ぶりに通常のカタチで開催す
ることが出来大変嬉しく思います。
　山梨から日本の老人介護の素晴らし
い未来を創りあげていきましょう！

　第27回山梨県老人保健施設大会
記念講演に、マラソンランナー谷川
真理さんに来ていただきました。谷
川真理さんは数々のマラソン大会で
優勝し、現在も走り続けることで日
本中に元気を届けており、その生き
方は日本の超高齢化社会を支えるた
めの大きなヒントがありました。
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第27回  山梨県老人保健施設大会
はじめに

福田会長
挨　拶

老健大会
記念講演
谷川真理
さん紹介

演 題 発 表 紹 介
セクション①（13：00～14：00）　座長：白井清彦（峡西老人保健センター/医師）

№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 13：00 甲府かわせみ苑
看護師　坂本智子

私達の感染症対策
～あえて良かった～

2 13：10 甲州ケア・ホーム
社会福祉士　木下佳紀

在宅復帰・支援の重要性を再確認
特養入所待機の方の帰りたいをかなえる

3 13：20
玉穂ケアセンター

支援相談員兼介護支援専門員
渡邉美代香

ご本人の想いを知り、叶えるために。
施設入所における意思決定支援について。

4 13：30 白樺荘
支援相談員　志村奈緒美

また来るね。気をつけて帰れよ
コロナ禍の面会で見えた絆

5 13：40 フルリール甲府
作業療法士　千葉千聡

『その人らしさ』に寄り添った看取り支援
～多職種協働の重要性～

6 13：50 恵信塩山ケアセンター
生活相談員　水上　健

短期入所生活介護の役割
コロナ禍での利用率の動向、取り組みについて

セクション②（14：10～15：20）　座長：渡邊浩司（甲府南ライフケアセンター/介護支援専門員）

№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 14：10 ケアホーム花菱
介護福祉士　櫻井ゆりあ

コロナウイルスに負けない！ 生活の質を上げよう
感染症に負けず、今までの楽しみを取り戻そう

2 14：20 ひばり苑
介護福祉士　秋山万里

ねぇ、みんなどうしてる？
～利用者様の声から始まった介護特化型カンファレンス～

3 14：30 ＮＡＣ湯村
介護職　新海萌花

自分らしい生活環境を求めて
個性を輝かせるケアの力

4 14：40 フルリール甲府
作業療法士　杉田　遼

『持ち上げない！』ノーリフト大革命‼
移乗介助支援ロボットを活用し、職員の
腰痛予防とケアの質の向上を目指して

5 14：50
はまなす

介護福祉士／介護福祉士
サー チ ウィン／ジン モー ウェイ

ミャンマーから夢を実現に
Meは何しに日本へ？

6 15：00 しおかわ福寿の里
介護福祉士　広瀬珠美

アロマを使って心地良い眠りを
良質な睡眠を促してみよう

7 15：10 峡南ケアホームいいとみ
介護福祉士　渡辺博信

“やらされ感”から“やりがい感”へ
いいとみアクティビティケアの効果と課題

セクション①（13：00～14：00）　座長：竹中　悠（峡北シルバーケアホーム/理学療法士）

№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 13：00 サンビューふじかわ
介護福祉士　花森　諭

信頼関係のあるより良い施設を目指して‼
アンケートの実施により、

ご利用者様・ご家族様の気持ちを知る

2 13：10 あさひホーム
理学療法士　功刀庸至

地域ニーズ把握からみた通所組織のブラッシュアップ
ヨソモノ、バカモノ、ワカモノ（？）より

3 13：20 甲州ケア・ホーム
介護福祉士　剣持恵夢

介護のチーム制による関わり
アセスメント視点と支援の変化

4 13：30 フルリールむかわ
理学療法士　山田　覚

シン・時代
DXを活用した業務効率化への取り組み

5 13：40 峡西老人保健センター
介護部マネージャー　立川由美

当施設における地域貢献・交流事業
～『知ってもらう』を目指した30年～

6 13：50
つる

介護福祉士・介護支援専門員
佐藤隆太

新時代到来‼　LIFE導入
LIFE委員会の取り組みと課題

セクション②（14：10～15：20）　座長：都丸直美（つる/看護師）

№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 14：10 峡西老人保健センター
支援相談員　望月貴子

願い通り最期は自宅で
～親戚、ご近所の皆さんに看取られて～

2 14：20 いちのみやケアセンター
理学療法士　望月成士

『うちに帰るじゃん。』
短期集中リハビリテーション実施加算介入
者の復帰先検討におけるセラピストの役割

3 14：30 フルリールむかわ
理学療法士　深沢　周

シン・職種！
超強化型老健に欠かせない

リハビリコーディネーターの役割

4 14：40 勝沼ナーシングセンター
介護福祉士　藤原亮太

アロマを導入して
換気と香りの両立

5 14：50 ナーシングプラザ三珠
理学療法士　藤田宜大 一体感はなぜ生じるのか

6 15：00 山梨ライフケア・センター
理学療法士　遠藤勇志

LIFE開始による当施設の
リハビリテーション実施計画書の変遷
実際に電子カルテを用いての体験報告
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優 秀 演 題 紹 介

　　　 はまなす　介護福祉士　Zarchi  Win
介護福祉士　Zin  MaW  Wai

　　  フルリール甲府　作業療法士　千葉　千聡

　　  フルリールむかわ　理学療法士　深沢　　周　　  フルリールむかわ　理学療法士　山田　　覚

　今回の演題発表で一番大変
だった事は、ネイティブな日本
語での読み練習です。発音を
していても聞いている方たちに
は違う言葉に聞こえてしまい沢
山練習をしました。また、伝え
たい事が沢山あり、決められた
抄録用紙へ文章をまとめる事や

決められた時間内に自分達の発音や読むスピードを
考える事も難しかったです。優秀演題賞をもらえる
と考えていなかったのでとてもビックリしましたが、
日本で頑張っている事を認めてもらえた感じがして
とてもうれしかったです。介護の仕事に携わる中で
このような発表をする機会を頂きとても良い勉強に
なりました。今後、はまなすでは、特定技能実習生
が介護福祉士の資格取得を目指す際にはできる限り
のサポートをしていきたいと思います。

　フルリールむかわでは、近
年、DX化を通じて職員の介
護負担軽減と業務効率化に注
力してきました。今回の発表
では、DX化の導入プロセスと
その成果についてご紹介しま
した。独自のアンケートを活
用し、施設の課題を洗い出し、
その解決策をDXの手法で実現

した取り組みです。
　特に、職員が抱える課題を共有し、改善目標を明
確化することで、チーム全体が同じ方向性を持って取
り組めた点が大きな成果でした。その結果、施設の
課題解決に向けて着実に前進することができました。
　DX化の過程では、当初、業務負担が一時的に増
加し、効率が低下する局面もありました。しかし、
施設内で立ち上げたDX委員会において、導入プロ
セスの課題を把握し、改善プランを策定。Try & 
Errorを繰り返すことで、最終的には介護負担の軽
減と業務効率の向上を実現しました。この経験を通
じて、DX化が課題解決の有効な手段であることを
再認識しています。

　この度は優秀演題賞に選出
して頂きありがとうございま
す。今回は看取りとなってから
も家に帰りたい、漬け物を作っ
て家族に食べさせたいという
ご本人様の想いに寄り添いな
がら、その人らしい看取り支
援に向けて多職種で協働した

事例について発表させて頂きました。ご本人様の想
いの実現に向けて取り組むことができたのも、一緒
にご本人様の想いに寄り添い、叶えたいと共感して
くれた多職種やご家族の皆さんの協力があったから
だと思います。想いを叶えることができた時のご本
人様の笑顔は一生忘れられないものとなりました。
　近年では、老健において看取り支援も重要なト
ピックスとなってきています。看取り支援は一人ひ
とり異なるので、今後も『その人らしさ』に寄り添っ
た看取り支援が行えるよう多職種で協働しながら取
り組んでいきたいと思います。

　今回、当施設に欠かせない
役割を担ってくれている、リハ
ビリコーディネーターについて
発表させて頂きました。リハ
ビリコーディネーターの仕事内
容としては、大きくわけて運
動補助と書類業務の２つにな
ります。多くのご高齢の利用

者様には廃用症候群が存在します。リハビリ職種の
訓練のみでは十分な運動量を確保することは困難で
す。そこで、リハビリコーディネーターがリハビリ
職種の訓練時間以外で運動量を確保するために、マ
シントレーニングの誘導や集団リハビリを積極的に
実施しています。また、リハビリコーディネーター
がリハビリ計画書などの書類業務の管理を行うこと
で、リハビリ職種にしかできない専門性の高い業務
に集中することができ、業務の効率化に繋がってい
ます。今後も、さらなる運動量の確保と業務の効率
化をリハビリコーディネーターと共に実現していき
たいと思います。

ミャンマーから夢を実現に
Meは何しに日本へ？

シン・時代
DXを活用した業務効率化への取り組み

『その人らしさ』に寄り添った看取り支援
～他職種協働の重要性～

シン・職種！　超強化型老健に欠かせ
ないリハビリコーディネーターの役割



各委員会よりお知らせ

　　　　　　　　　令和６年10月16日（水）、甲府記念日ホテルにて『第27回山梨
県介護老人保健施設大会～希望あふれる介護の未来を  今こそ魅せる山梨老健の
力～』が開催されました。当日は、計214名という多くの方にご参加いただき、本
当にありがとうございました。コロナ禍を経て、５年ぶりの通常開催となりました
が、会場内が多くの老健職員の皆様の笑顔で埋め尽くされていく光景にはただただ
胸が熱くなり、人と人とが繋がることの素晴らしさと喜びを改めて感じることがで
きました。マラソンランナーの谷川真理様の特別講演では、谷川様のこれまでの人生やその考え方、ポジティ
ブシンキングに関するお話をいただき、多くの職員が“明日を前向きに生きるヒント”をいただくことができ
たのではないでしょうか。また、老健職員による演題発表では、21施設より25演題の発表をいただきましたが、
その研究内容や取組事例は大変参考になるものが多く、有意義で素晴らしい時間を共有することができました。

本大会のサブタイトルにもありました通り、どの施設も山梨老健の力を存分に魅せ
ていただけたのではないかと感じております。本大会の開催にあたり、福田会長を
始め、大会運営にご尽力いただきました研修委員会のスタッフの皆様はもちろんの
こと、ご参加いただきました皆様ひとりひとりの大会へのご理解・ご協力に心より
感謝申し上げます。次回は来年、第28回山梨県介護老人保健施設大会を開催する予
定です。また皆様とお会いできることを心より楽しみにしております。

　　　　　　　　　令和６年９月29日（日）中央市の大丸パークレーンズにおいて、施
設間の交流を目的に、ボウリング大会が行われ、14施設42名が参加しました。初めて
の会場ではありましたが時間通りに進み、混成の各ブースからは明るい声と笑顔・ハイ
タッチが溢れ、それぞれ楽しむ様子が見られました。大会の成績は下記のとおりです。
参加された皆様、大変お疲れ様でした。

研　修
委員会 第27回山梨県介護老人保健施設大会を終えて

ボウリング大会実施報告と御礼福　利
委員会

広報委員会よりお知らせ広　報
委員会

　　　　　　　　　「山梨ろうけん」加盟30施設による持ち回りブログも順調に進んでおり、最近のブログでは、
日々の出来事や情報、地域や季節の話題、老健施設で働くスタッフの趣味活動等が多種多彩に展開されており
大変好評ですので、是非多くの方にご覧いただきたいと思います！【毎月１日・16日更新】

7

令和６年度 ブログ紹介

★『一日限定喫茶店をオープンしました』
★ふじ苑　クラブ活動開始
★私の楽しみ小旅行
★甲府かわせみ苑　ブログ

頑張る職員の愛する動物
たち『癒し』ショット 大好きなラーメン屋

さんのはなし

甲州ケア・ホーム
フレッシュ新人紹介

みんなで
釣りに行こう！

順位 男性の部（施設名） 女性の部（施設名）
１位 野田　勝美（あさひホーム） 杉本由紀子（ふじ苑）

２位 勝又　陽治（ももくら） 小池　教恵（ナーシングプラザ三珠）

３位 深沢　　周（フルリールむかわ） 清水　莉花（ふじ苑）




